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15億5,915万円

議会費 (0.6%)

２６７億
１，７１０万円

（目的別）
普通会計歳 出

1億 6,371万円

総務費
40億 6,236万円

(15.2%)

衛生費
29億 9,633万円

(11.2%)

農林水産業費
(5.8%)

消防費
8億 8,806万円

(3.3%)

公債費
42億 6,083万円

(16.0%)

労働費
8,084万円

(0.3%)

教育費
30億 2,027万円

(11.3%)

災害復旧費
1,596万円

(0.1%)

商工費
6億 6,919万円

(2.5%)

土木費
30億 2,195万円

(11.3%)

民生費
59億 7,841万円

(22.4%)

市債

県支出金

その他

18億 9,706万円

16億 3,374万円

12億 3,462万円

普通会計

２７７億
７，８２１万円

歳 入

市税

地方交付税

繰越金・繰入金・
緒収入ほか

国庫支出金

58億 8,064万円

3億1,613万円

105億 8,315万円

33億 8,761万円

自 主 財
 源
(32.6%

)

(21.2%)

(11.4%)

(38.1%)

(12.2%)

(6.8%)

(5.9%)

(4.4%)

依
  存
  財
  源

(67.5%)

２６７億
１，７１０万円

（性質別）
普通会計歳 出

人件費
51億 169万円

(19.1%)

扶助費
25億 813万円

(9.4%)

公債費
42億 6,083万円

(16.0%)

物件費
34億 1,885万円

(12.8%)

補助費
34億 1,885万円

(12.8%)

投資的経費
31億 9,707万円

(12.0%)

繰出金
39億 5,972万円

(14.8%)

維持補修費
2億 6,423万円

(1.0%)

積立金
5億 7,989万円

(2.2%)

投資・出資・貸付金
1,710万円

(0.1%)

義  務  的
  経
  費

（
44.4％）　　

一 般 行 政 経 費 (26.6%)

　

歳
出
は
２
６
７
億
１
，
７
１
０
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
19
億
９
，
５
９
５
万

円
（
８
．
１
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
性
質
別
に
分
析
す
る
と
、《
義

務
的
経
費
》
は
、
医
療
や
福
祉
の
た
め

の
経
費
で
あ
る
扶
助
費
が
伸
び
た
も
の

の
、
借
金
の
返
済
の
た
め
の
公
債
費
や
人

件
費
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
前
年
度
よ
り

３
億
５
０
９
万
円
（
２
．
５
％
）
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、《
投
資
的
経
費
》
は
、
前
年
度

よ
り
10
億
７
，２
３
２
万
円
（
50
．
５
％
）

　

平
成
21
年
度
の
普
通
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
２
７
７
億
７
，
８
２
１
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
19
億
４
，
９
０
６
万

円
（
７
．
５
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
定
額
給
付

金
や
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
な
ど
国
の
経
済
対
策
に
よ
り
国
庫

支
出
金
が
16
億
４
，
０
６
９
万
円
（
93
．

９
％
）
の
大
幅
な
増
と
な
っ
た
ほ
か
、
普

通
交
付
税
の
振
替
分
と
し
て
、
償
還
費
用

が
後
年
度
の
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る

臨
時
財
政
対
策
債
が
４
億
３
，
７
１
１
万

の
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、
中
で

も
普
通
建
設
事
業
費
の
単
独
事
業
費
が

10
億
３
，
９
３
８
万
円
（
98
．
３
％
）
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
行
政
経
費
で
は
、
物
件
費
、

維
持
補
修
費
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
補

助
費
等
が
定
額
給
付
金
の
給
付
や
公
営
企

業
へ
の
繰
出
金
な
ど
の
伸
び
で
、
前
年
度

よ
り
11
億
２
，４
３
０
万
円
（
49
．
２
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
10
億
６
，
１
１
１

万
円
で
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
控
除
し
た
実
質
収
支
は
、
７
億
５
，

３
０
８
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
地
域
経
済
は
、
一
部
に
持
ち

直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
依
然
厳

し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
税
が

回
復
基
調
に
転
じ
る
ま
で
に
は
、
今
し
ば

ら
く
時
間
が
か
か
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

今
後
の
国
・
県
の
動
向
に
配
慮
し
つ

つ
、
引
き
続
き
、
効
率
的
な
財
政
運
営
を

念
頭
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
市
民

の
福
祉
向
上
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

国
の
経
済
対
策
な
ど
で

約
20
億
円
の
収
入
増

投
資
的
経
費
が

１
．
５
倍
の
大
幅
な
伸
び

円
（
55
．
２
％
）
の
増
と
な
っ
た
こ
と
が

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
景
気
の
低
迷
か
ら
、
市
税
に

つ
い
て
は
２
億
５
，
６
２
２
万
円
（
４
．

２
％
）
の
減
、
国
税
の
一
定
割
合
が
地

方
に
配
分
さ
れ
る
地
方
譲
与
税
が
１
，

８
９
５
万
円
（
５
．
９
％
）
の
減
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
等
の
県
税
交
付
金
が

５
，
６
３
８
万
円
（
８
．
５
％
）
の
減
と

な
る
な
ど
、
市
政
を
取
り
巻
く
経
済
環
境

は
依
然
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

平
成
21
年
度
決
算
が
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
決
算
特
別
委

員
会
の
審
議
を
経
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
入

決決決
算算算

歳
出

７
億
５
千
万
円
の
黒
字

平成21年度
○人　件　費
職員の給与、議員の報償などの経費
○扶　助　費
高齢者福祉や児童福祉などの社会保障に必
要な経費
○公　債　費
借金返済のための経費
○物　件　費
消耗品や備品購入、委託料などの経費
○維持補修費
施設の維持補修のための経費
○補助費等
各種団体への補助金や負担金などの経費
○投資的経費
道路や公共施設の整備、改修に必要な経費
○積立金
将来の財源不足や支出に備えて積み立てる
経費
○繰出金
　特別会計へ支出するための経費

※おことわり…
　表やグラフの金額は、1万円未満を切り
捨てしているため、合計が一致しない場合
があります。


